
【決議事項①】

平成２８年度事業計画

(平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日)
《活動の基本方針》

新しい公益法人制度のもとで「公益社団法人 尾道法人会」としてスタートして５年目。「法人会の基本

方針」に則り、法人会の活動の原点である「税」に関する活動に軸足を置きながら、会員の研鑽、納税意欲

の向上に努めるとともに、地域社会との共存を目指し、公益法人としての役割を担うこととする。

１．税を巡る諸環境の整備改善を図るための事業

(１) 税に関する説明会・研修会・セミナー・講演会の開催事業

会員はじめ広く一般の企業及び市民を対象に、税をテーマとして税知識の習得・普及・啓発・

納税意識の高揚を目的に「新設法人説明会」「決算法人説明会」「税務研修会」等の研修会を尾道税

務署担当者、中国税理士会尾道支部等の専門知識を有する講師により開催する。

(２) 租税教育事業

次代を担う児童に対して税を正しく理解してもらい、税が私たちの生活にどのように役立ってい

るかを理解してもらうことを目的として実施する。

<租税教室>

尾道税務署管内の公立小学校６年生の児童を対象として、税の大切さや使い道について理解して

もらうことを目的として、当会青年部会の会員が講師となり小学校に出向いて実施する。

<税に関する絵はがきコンクール>

小学校６年生を対象に税を正しく理解し、税の大切さや使い道について勉強していただき、税が

私たちの生活にどのように役立っているかを絵はがきに表現してもらうことを目的として、当会女

性部会が実施する。また、作品の審査・表彰を行い、作品は尾道商工会議所ロビーに展示する。

(３) 税の広報事業

広報誌(４月・９月・１月)及びホームページにより、会員のみならず広く一般市民に対し税に関

する情報を提供し納税意識の高揚が図れるよう積極的な広報に努める。また「e-Tax」への取り組

みとして役員企業 100％、法人会会員の 80％の利用の普及に努め、ＰＲ活動など税務支援にも積極

的に推進する。本年１月より利用が始まったマイナンバー制度について情報発信に努める。

(４) 税制提言活動

東日本大震災からの復旧と景気の回復が優先課題となっており、更に税と社会保障の一体改革

が求められている。この様な状況を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制をはじめ、税のオピニ

オンリーダーとして我が国の将来を展望した建設的な提言に努める。

会員からの税制意見について税制委員会において協議し提言書に集約する。

また。公益財団法人全国法人会総連合において集約された税務・税制に関する提言を地元選出国

会議員・首長・議会議長に対し要望活動を実施する。

２．地域企業の健全な発展に資する事業

地域の中小企業の健全な発展を目的として、経営・経済・労務・法律等を中心とした研修会を行

い、地域企業の発展に資する。
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３．地域の経済・社会環境の整備改善等を図るための事業

(１) 地域経済・社会の活性化に資する事業

地域社会の健全な発展を目的として、会員はじめ一般の企業や市民を対象に、税制・地域経済・

時事問題等をテーマとしたセミナー、講演会等を開催する。

(２) 地域経済社会の改善に資するための事業

地域社会の改善を目的として、尾道市瀬戸田町サンセットビーチの海岸清掃を６月に行う。また、

小学校に対して児童の教育環境向上のための寄付活動を行う。

４．会員のための福利厚生事業

法人会の福利厚生制度を取り巻く環境は、ますます厳しさを増している。このような状況を踏ま

えて、取扱３社との連携を一層強化しつつ、会員企業の安定を担保する福利厚生制度の円滑な運営

と財政基盤の安定化のため、推進を支援する。

(１) 経営者大型総合保障の普及・推進(案内・周知) 

(２) 経営保全プランの普及・推進(案内・周知)

(３) がん保険制度の普及・推進(案内・周知)

５．会員支援及び会員増強事業

(１) 会員支援事業

会員支援のために、会員の輪を拡げるとともに、異業種交流の一環として会員間の情報交換や相

互の親睦事業を行うほか、会員に限定した研修会、講習会の事業を行う。

(２) 会員増強事業

組織の充実強化策として９月から１２月を「会員増強月間」として積極的な会員増強を図るとと

もに、会員の退会防止に努める。

(３) 支部等事業

支部組織は、会員や地域に密着した活動に不可欠であるため一層の充実を図る。

また、各支部は税に関する研修、懇談会等を積極的に開催し支部会員相互の交流を深め会員増強

に努める。

(４) 青年部会・女性部会活動

① 青年部会

今後の部会運営についての「青年部会会のあり方(指針)」を基に同指針の周知徹底を図るととも

に、法人会の事業活動に積極的に参画し、活動の充実と活性化に寄与するとともに、研修会・親睦

交流等を通じて、次代を担う若手経営者としての資質の向上に努める。会員間の情報を共有しビジ

ネスチャンスの創出等を図り魅力ある活動を行い、会員拡大に努める。

また、青年部会の活動の大きな柱である「租税教室」をより積極的に展開する。

② 女性部会

「女性部会のあり方(指針)」を基に、税知識の向上・企業経営の発展に資するとともに、女性部

会員相互の親睦を図る。また、法人会活動に積極的に参画し、会の発展に寄与する。租税教育の一

環として「税に関する絵はがきコンクール」を実施する。

また、地域企業の発展と租税教育のＰＲのため「楽市楽座」を開催する。

魅力ある女性部会活動を展開し、社会貢献活動を図るとともに会員増強を推進する。
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